
敢 No.156奈良県立橿原考古学研究所彙報 青 陵

第 156号
二
〇
一
九
年
三
月
二
十
六
日
発
行

奈

良

県

立

発
行
者

橿
原
考
古
学
研
究
所

奈
良
県
橿
原
市
畝
傍
町
一
番
地

編
集
者

鈴

木

裕

明

目 次
巣
山
古
墳
外
堤
北
出
土
の
船
形
埴
輪

東

影

悠

１

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
研
修
記
（
下
）

孫

麗

娟

５

平
成
二
九
年
度
韓
国
派
遣
報
告

絹

畠

歩

６

海
外
交
流

編

集

部

８

附
属
博
物
館
閉
館
の
お
知
ら
せ

編

集

部

8

一
、
巣
山
古
墳
と
外
堤
北
側
の
「
墳
丘
状

高
ま
り
」

巣
山
古
墳
は
、
奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵

町
に
所
在
す
る
墳
丘
長
二
二
〇
ｍ
を
は
か

る
古
墳
時
代
中
期
初
頭
に
築
造
さ
れ
た
前

方
後
円
墳
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
盗
掘
を

受
け
、
そ
の
際
に
出
土
し
た
遺
物
が
宮
内

庁
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
鍬
形
石
や
車
輪

石
な
ど
の
腕
輪
形
石
製
品
と
玉
類
の
存
在

が
知
ら
れ
て
い
る
（
宮
内
庁
書
陵
部
一
九

七
九
・
一
九
八
二
）。
昭
和
二（
一
九
二
七
）

年
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
が
、
史
跡
指

定
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
後
円

部
に
二
基
の
竪
穴
式
石
室
が
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
（
上
田
一
九
二
七
）。
近
年

は
、
史
跡
整
備
に
と
も
な
い
広
陵
町
教
育

委
員
会
に
よ
る
墳
丘
お
よ
び
外
堤
内
側
の

発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
前
方
部
西
側

の
出
島
状
遺
構
で
は
多
数
の
形
象
埴
輪
の

設
置
が
確
認
さ
れ
、
周
濠
内
か
ら
は
船
や

靭
な
ど
の
木
製
品
が
多
数
出
土
し
て
い
る

（
井
上
編
二
〇
〇
五
）。

さ
て
、
本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
船

形
埴
輪
は
、
巣
山
古
墳
の
外
堤
北
側
に
位

置
す
る
「
墳
丘
状
高
ま
り
」
か
ら
出
土
し

た
（
東
影
編
二
〇
一
〇
）。
こ
の
「
墳
丘

状
高
ま
り
」
は
、
巣
山
古
墳
の
墳
丘
主
軸

の
延
長
線
上
に
位
置
し
て
お
り
、
奈
良

県
遺
跡
地
図W

eb

（w
w
w
.pref.nara.jp

/16771.htm

）
に
は
「
久
保
松
塚
古
墳
」

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。
馬

見
丘
陵
公
園
の
整
備
に
と
も
な
っ
て
発
掘

調
査
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、「
墳
丘
状
高

ま
り
」
の
上
に
お
い
て
円
筒
埴
輪
列
を
確

認
し
た
ほ
か
、
埋
葬
施
設
と
し
て
円
筒
棺

が
確
認
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
原
位
置
は
保
っ

て
い
な
か
っ
た
も
の
の
埴
輪
片
が
多
数
出

土
し
た
。

埴
輪
に
は
普
通
円
筒
埴
輪
・
朝
顔
形
埴

輪
・
船
形
埴
輪
・
家
形
埴
輪
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
古
墳
時
代
中
期
初
頭
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
当
該
の
「
墳
丘
状
高
ま
り
」
に
つ

い
て
は
、
巣
山
古
墳
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
巣

山
古
墳
前
方
部
正
面
に
つ
く
ら
れ
た
別
の

古
墳
の
可
能
性
を
発
掘
調
査
報
告
書
に
お

い
て
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
巣
山
古
墳
が
本
来
は
二
重
周
濠
を

有
す
る
も
の
で
「
墳
丘
状
高
ま
り
」
は
そ

の
外
堤
に
あ
た
る
、
と
の
見
解
も
あ
る
（
小

栗
二
〇
一
五
）。

二
、
船
形
埴
輪
の
特
徴
と
復
元

船
形
埴
輪
は
、
舷
側
板
や
隔
壁
に
直
弧

文
が
施
さ
れ
た
特
徴
的
な
も
の
で
あ
り
、

全
部
で
五
五
点
の
破
片
が
確
認
さ
れ
た
。

（
註
̍
）

報
告
書
で
は
そ
れ
ら
破
片
を
個
別
の
実
測

図
と
し
て
掲
載
す
る
と
と
も
に
、「
船
形
埴

輪
想
定
復
元
図
」
と
し
て
復
元
図
を
提
示

（
註
̎
）

し
た
が
、
時
間
的
制
約
の
た
め
文
様
構
成

を
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
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東
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図１ 巣山古墳と外堤北の墳丘状高まり



柑

た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
船
形
埴
輪
に
施

さ
れ
た
直
弧
文
の
文
様
構
成
を
再
度
検
討

し
、
新
た
に
復
元
図
を
提
示
す
る
。

ま
ず
、
船
形
埴
輪
の
特
徴
に
つ
い
て
概

要
を
ま
と
め
て
お
く
。
い
ず
れ
の
破
片
も

墳
丘
状
高
ま
り
の
円
筒
埴
輪
列
周
辺
か
ら

出
土
し
た
が
、
円
筒
埴
輪
列
周
辺
の
攪
乱

や
後
世
の
遺
構
内
か
ら
出
土
し
た
も
の
で

あ
り
、
当
初
の
設
置
位
置
は
明
ら
か
で
は

な
い
。

こ
の
船
形
埴
輪
の
最
大
の
特
徴
は
、
舷

側
板
や
隔
壁
に
直
弧
文
が
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
同
様
の
例
と
し
て
は
大
阪

府
河
南
町
寛
弘
寺
五
号
墳
例
（
森
一
九
五

〇
）
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
ほ

か
、
兵
庫
県
赤
穂
市
蟻
無
山
一
号
墳
で
は
、

直
弧
文
で
は
な
い
も
の
の
、
舷
側
板
に
線

刻
に
よ
る
文
様
が
施
さ
れ
た
破
片
が
確
認

さ
れ
て
い
る
（
赤
穂
市
教
育
委
員
会
二
〇

一
一
）。

こ
れ
ま
で
の
出
土
例
か
ら
知
ら
れ
る
船

形
埴
輪
の
構
造
に
は
、
舳
艫
と
船
底
が
分

か
れ
た
形
状
の
「
二
股
構
造
」、
船
底
と

舷
側
板
と
が
一
体
と
な
っ
て
舳
先
へ
向

か
っ
て
弓
状
に
湾
曲
す
る
「
一
体
構
造
」、

と
が
あ
る
（
図
２
）（
松
坂
市
文
化
財
セ

ン
タ
ー
二
〇
〇
三
）。
こ
れ
ら
船
形
埴
輪

は
い
わ
ゆ
る
「
準
構
造
船
」
を
表
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
表
現
に
は
個
体
ご
と

に
省
略
等
に
よ
る
相
当
の
構
造
的
な
違
い

二股構造（巣山古墳外堤北） 一体構造（西都原 170 号墳）

隔壁

波切り板
（竪板）

舷側板

ピボット

船底

0 30cm

当図の作成にあたっては、出土資料（報告書（東影編 2010 64 ～ 66 頁の図 58～ 60）に掲載）をもとに部位
を想定して当てはめた。出土資料はいずれも小破片で接合するものが少ないことから、特に船体部分は破片の形
状等からの想定による。船体部分は２種類の文様構成が２単位で繰り返されるように復元したが、左右の船体で
異なる文様構成となる可能性もある。また、破片が欠損している部分については、同種の文様を有する破片から
文様を補い図化している。出土資料の実際の文様については上記報告書の図を確認いただきたい。

図２ 船形埴輪の構造

図３ 巣山古墳外堤北出土船形埴輪の復元



桓

船形埴輪
構造

船形埴輪
出土位置時期規模（m）墳 形遺 跡 名市 町府 県No.

―造り出し後期前半88前方後円墳舟塚古墳小美玉市茨城県1
―？後期後半22円墳鶏塚古墳真岡市栃木県2
―？後期前半41前方後円墳瀬戸ヶ谷古墳横浜市神奈川県3
二股―中期後半――殿村遺跡飯田市長野県4
二股周濠中期前半17.5円墳堂山２号墳磐田市静岡県5
―墳頂前期末140前方後円墳六呂瀬山１号墳坂井市福井県6
一体造り出し中期初頭111前方後円墳宝塚１号墳松阪市三重県7
―造り出し中期前半72帆立貝形古墳野洲大塚山古墳野洲市

滋賀県
8

―周濠中期後半13方墳服部19号墳守山市9
一体？中期前半15方墳新開４号墳栗東市10
二股墳頂中期前半20方墳ニゴレ古墳京丹後市京都府11
二股周濠中期後半20方墳塚廻り古墳高槻市

大阪府

12
一体―中期前半――長原遺跡大阪市13
一体周濠中期前半15方墳長原高廻り１号墳大阪市14
二股周濠中期前半20円墳長原高廻り２号墳大阪市15
二股周濠中期前半―方墳皿池古墳東大阪市16
二股周濠前期末33.5円墳中田遺跡八尾市17
――中期――玉手山遺跡柏原市18
一体―中期前半――林遺跡藤井寺市19
一体？中期前半16方墳土師の里遺跡藤井寺市20
二股―中期後半――岡ミサンザイ古墳付近藤井寺市21
二股墳丘テラス中期前半32方墳岡古墳藤井寺市22
二股―前期末――野々上遺跡羽曳野市23
二股周濠中期初頭33円墳五手治古墳羽曳野市24
二股墳裾中期前半30円墳寛弘寺５号墳河南町25
―周濠中期前半16方墳陶邑・伏尾遺跡堺市26
一体―前期末――大園遺跡高石市27
二股周濠前期末10方墳菩提池西３号墳和泉市28
―?中期前半103前方後円墳鶯塚古墳奈良市

奈良県

29
―周濠中期初頭218前方後円墳佐紀石塚山古墳奈良市30
―？中期後半219前方後円墳ヒシアゲ古墳奈良市31
―周濠中期後半9.3円墳大和３号墳奈良市32
一体―中期――法華寺付近奈良市33
一体―中期前半――平城宮東院南西隅奈良市34
――中期――平城宮東院奈良市35
――中期後半――平城京左京２条５坊４坪奈良市36
――中期前半――南六条北ミノ遺跡天理市37
一体周濠中期後半14方墳慈光院裏山古墳大和郡山市38
一体墳丘上中期初頭14方墳一本松２号墳河合町39
二股墳丘上中期初頭―円墳巣山古墳外堤北広陵町40
―造り出し中期前半35帆立貝形古墳小立古墳桜井市41
二股―中期――香具山北麓遺跡（南浦出屋敷）橿原市42
――中期――藤原宮sx9686橿原市43
――中期――四分遺跡橿原市44
―周濠中期前半―方墳池田３号墳大和高田市45
一体墳頂中期前半24円墳寺口和田１号墳葛城市46
――後期前半――鳴神団地古墳和歌山市和歌山県47
――後期前半――高津橋大塚遺跡D地区神戸市

兵庫県
48

二股造り出し中期初頭135前方後円墳池田古墳朝来市49
―造り出し中期前半52帆立貝形古墳蟻無山１号墳赤穂市50
二股造り出し中期前半60円墳月の輪古墳美咲町岡山県51
一体―前期末――中間西井坪遺跡高松市香川県52
―墳頂中期後半68前方後円墳堤当正寺古墳朝倉市福岡県53
二股墳丘テラス中期初頭116前方後円墳亀塚古墳大分市大分県54
一体？中期後半35円墳大在古墳大分市55
一体突出部中期前半49円墳西都原169号墳西都市

宮崎県
56

一体墳頂中期前半47円墳西都原170号墳西都市57
―墳頂後期前半113前方後円墳下北方13号墳宮崎市58

表１ 船形埴輪一覧



が
あ
る
と
い
う
（
辻
尾
二
〇
一
八
）。

巣
山
古
墳
外
堤
北
出
土
の
船
形
埴
輪

は
、
基
本
的
な
形
状
は
「
二
股
構
造
」
に

復
元
で
き
る
が
、
舷
側
板
の
上
端
が
波
切

り
板
よ
り
も
上
方
に
突
出
す
る
こ
と
、
心

葉
形
の
隔
壁
を
有
す
る
こ
と
な
ど
は
こ
れ

ま
で
知
ら
れ
て
い
る
資
料
の
中
で
は
「
一

体
構
造
」
の
特
徴
で
あ
り
、
両
者
の
特
徴

を
兼
ね
備
え
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

既
存
資
料
に
よ
る
復
元
で
は
、「
二
股
構

造
」
は
舷
側
板
の
上
端
と
波
切
り
板
の
先

端
が
揃
う
こ
と
、「
一
体
構
造
」
は
舷
側

板
の
上
端
が
波
切
り
板
よ
り
も
上
方
に
突

出
す
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
さ
れ

て
い
た
が
、
巣
山
古
墳
外
堤
北
出
土
の
船

形
埴
輪
の
復
元
か
ら
舷
側
板
上
端
と
波
切

り
板
先
端
の
形
状
が
「
二
股
構
造
」
と

「
一
体
構
造
」
と
で
共
通
し
て
い
た
可
能

性
を
指
摘
し
た
。

（
註
̏
）

今
回
、
巣
山
古
墳
外
堤
北
出
土
の
船
形

埴
輪
に
つ
い
て
、
舷
側
板
に
施
さ
れ
た
直

弧
文
の
構
成
を
再
検
討
し
、
図
３
の
よ
う

に
復
元
を
お
こ
な
っ
た
。
舷
側
板
お
よ
び

隔
壁
に
施
さ
れ
た
線
刻
は
、
基
本
的
に
直

線
と
弧
線
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
舷
側

板
に
は
界
線
あ
る
い
は
区
画
を
示
す
よ
う

な
線
刻
は
現
状
で
は
確
認
で
き
な
い
。
そ

の
ほ
か
、
二
重
も
し
く
は
一
重
の
円
形
と

そ
の
両
側
に
突
出
す
る
三
角
形
状
の
文
様

で
構
成
さ
れ
る
線
刻
が
複
数
破
片
で
確
認

さ
れ
る
。
ま
た
、
破
片
の
形
状
等
か
ら
舷

側
板
と
船
底
の
間
を
構
成
す
る
船
体
と
考

え
ら
れ
る
破
片
に
も
線
刻
が
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
、
こ
の
こ
と
か
ら
巣

山
古
墳
外
堤
北
出
土
の
船
形
埴
輪
は
船
底

を
除
く
ほ
ぼ
全
体
に
線
刻
に
よ
る
文
様
が

施
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

三
、
船
形
埴
輪
と
そ
の
出
土
古
墳

船
形
埴
輪
は
、
関
東
地
方
か
ら
九
州
地

方
に
か
け
て
比
較
的
広
範
囲
に
分
布
し
て

い
る
（
表
１
）。
東
北
地
方
で
は
今
の
と
こ

ろ
出
土
例
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
と
、

日
本
海
側
に
は
ほ
と
ん
ど
分
布
が
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
を
除
く
と
、
前
方
後
円
墳
の

分
布
地
域
と
ほ
ぼ
重
な
る
範
囲
に
展
開
し

て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
出
土
点
数

は
大
阪
府
お
よ
び
奈
良
県
が
圧
倒
的
に
多

く
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
数
点
が
分
布

す
る
の
み
で
あ
り
、
数
的
多
寡
の
地
域
的

傾
斜
は
大
き
い
。

（
註
̐
）

船
形
埴
輪
の
出
土
し
た
古
墳
の
墳
丘
形

態
お
よ
び
規
模
を
見
て
み
る
と
、
大
王
墓

級
の
墳
丘
規
模
二
〇
〇
ｍ
を
超
え
る
前
方

後
円
墳
か
ら
、
直
径
（
あ
る
い
は
一
辺
）

一
〇
数
ｍ
の
円
墳
（
あ
る
い
は
方
墳
）
ま

で
あ
り
、
墳
丘
形
態
あ
る
い
は
規
模
に
よ

る
出
土
傾
向
の
偏
差
は
な
い
と
い
え
る
。

ま
た
、
出
土
位
置
に
つ
い
て
は
墳
頂
あ
る

い
は
造
り
出
し
で
あ
る
事
例
が
多
く
、
い

わ
ゆ
る
「
埴
輪
祭
祀
」
の
場
に
お
い
て
も

ち
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

古
墳
時
代
前
期
末
に
畿
内
地
域
の
王
権

中
枢
で
出
現
し
た
と
み
ら
れ
る
船
形
埴
輪

は
、
中
期
に
生
産
の
盛
行
が
認
め
ら
れ
る
。

畿
内
地
域
で
は
中
期
の
う
ち
に
生
産
が
終

了
し
た
と
み
ら
れ
、
現
状
で
は
後
期
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
資
料
は
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
畿
内
地
域
周
縁
部
や
関
東
、
九
州

で
は
後
期
に
船
形
埴
輪
を
有
す
る
古
墳
が

築
造
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
資
料
が
王
権

中
枢
の
影
響
を
受
け
な
い
独
自
の
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
現
状
で
は
知
ら

れ
て
い
な
い
も
の
の
船
形
埴
輪
が
王
権
中

枢
で
も
も
ち
い
ら
れ
て
い
た
の
か
、
今
後

の
資
料
の
増
加
を
待
っ
て
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

船
形
埴
輪
は
出
土
事
例
の
少
な
さ
か

ら
、
そ
れ
を
保
有
す
る
古
墳
の
性
格
に
つ

い
て
さ
え
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
竹

原
二
〇
〇
八
、
中
村
二
〇
一
〇
な
ど
）。
し

か
し
な
が
ら
、
埴
輪
祭
祀
に
も
ち
い
ら
れ

た
各
種
形
象
埴
輪
は
、
王
権
中
枢
の
埴
輪

様
式
と
い
う
規
範
の
も
と
で
、
各
地
あ
る

い
は
中
小
古
墳
へ
展
開
す
る
過
程
に
お
い

て
取
捨
選
択
が
お
こ
な
わ
れ
る
（
東
影
二

〇
一
八
）。
比
較
的
通
有
な
形
象
埴
輪
と

い
え
る
盾
形
埴
輪
や
蓋
形
埴
輪
で
さ
え
古

墳
に
よ
っ
て
は
採
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
の
で
あ
っ
て
、
特
定
種
類
の
形
象
埴
輪

を
有
す
る
か
有
さ
な
い
か
は
埴
輪
様
式
の

省
略
化
の
結
果
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え

る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
船
形
埴
輪
の
採
用
は
古
墳

築
造
時
の
埴
輪
生
産
の
中
で
の
各
種
形
象

埴
輪
の
取
捨
選
択
の
結
果
で
あ
り
、
そ
の

背
景
に
何
ら
か
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る

可
能
性
も
も
ち
ろ
ん
検
討
す
る
必
要
は
あ

る
も
の
の
、
船
形
埴
輪
の
有
無
の
み
を

も
っ
て
古
墳
の
性
格
を
論
じ
る
こ
と
に
は

慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
埴
輪
祭
祀

総
体
の
中
で
船
形
埴
輪
が
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
こ
う
し
た
検
討
を

お
こ
な
っ
た
上
で
各
地
の
古
墳
で
船
形
埴

輪
を
含
め
た
各
種
形
象
埴
輪
が
ど
の
よ
う

に
採
用
さ
れ
た
か
を
探
る
こ
と
こ
そ
が
重

要
と
考
え
る
が
、
こ
う
し
た
点
は
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）
複
数
の
破
片
が
接
合
し
て
一
つ
の
破
片

と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
一
点
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

（
２
）
報
告
書
（
東
影
編
二
〇
一
〇
）
九
四
頁

の
図
八
二
。

（
３
）
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
「
二
股
構
造
」

の
舷
側
板
に
つ
い
て
は
、
波
切
り
板
先

端
付
近
で
欠
損
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
り
、
そ
の
た
め
舷
側
板
お
よ

び
波
切
り
板
が
「
一
体
構
造
」
と
同
じ

棺



三
、
研
修
旅
行

①
関
東
方
面

一
二
月
二
日
～
六
日
に
は
、
関
東
方
面

に
研
修
旅
行
を
し
ま
し
た
。
ま
ず
東
京
大

学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
中
国
考
古
学
会
に

出
席
し
て
、
中
国
考
古
学
を
専
門
と
す
る

日
中
の
考
古
学
研
究
者
の
最
新
の
研
究
報

告
を
聴
講
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
千
葉
県

か
ら
茨
城
県
の
縄
文
時
代
貝
塚
巡
り
を

し
、
加
曽
利
貝
塚
や
霞
ヶ
浦
沿
岸
の
貝
塚

及
び
関
連
資
料
館
を
見
学
し
ま
し
た
（
写

真
２
）。
縄
文
時
代
貝
塚
の
特
徴
と
貝
の

種
類
、
縄
文
土
器
編
年
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

再
び
東
京
に
も
ど
り
、
東
京
国
立
博
物

館
を
見
学
し
ま
し
た
。
豊
富
な
展
示
品
に

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
深
く

印
象
に
残
っ
た
の
が
文
化
財
保
存
修
復
の

テ
ー
マ
展
示
で
し
た
。
分
析
機
器
の
実
際

の
操
作
と
そ
の
成
果
、
各
種
の
修
復
材
料

と
修
復
技
術
、
文
化
財
保
存
技
術
の
成
果

展
示
お
よ
び
文
化
財
保
存
の
現
状
の
問
題

点
な
ど
、
見
学
者
に
文
化
財
保
存
科
学
の

仕
事
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
こ
そ
文
化
財
保
存
科
学
を
一
般

の
方
々
に
普
及
啓
蒙
す
る
展
示
の
代
表
的

な
例
だ
と
、
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

帰
国
し
た
後
に
は
、
文
化
財
保
存
科
学
を

広
く
一
般
の
方
々
に
普
及
啓
蒙
し
、
理
解

い
た
だ
き
、
我
々
の
仕
事
に
さ
ら
に
広
く

皆
の
支
持
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
こ
の
よ
う

な
活
動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

②
九
州
方
面

一
二
月
二
〇
～
二
二
日
に
は
、
九
州
方

面
を
旅
行
し
、
文
化
財
保
存
科
学
施
設
を

中
心
に
見
学
し
ま
し
た
。
九
州
歴
史
資
料

形
状
に
復
元
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
船
形
埴
輪
は
そ
の
形
状
が
特
異
で
あ
り
、

船
形
埴
輪
と
認
識
さ
れ
ず
「
不
明
形
象

埴
輪
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
事
例

な
ど
も
多
い
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

再
検
討
に
よ
っ
て
新
た
に
船
形
埴
輪
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
既
存
資
料
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
数
量
の
地
域
的

傾
斜
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

挿
図
出
典

図
1

東
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編
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セ
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東
影
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二
〇
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〇

図
3
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作
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穂
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教
育
委
員
会

二
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一
『
蟻
無
山
古

墳
群
・
塚
山
古
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群
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周
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裏
山
古
墳
群

測
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調
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穂
市
文
化
財
調
査
報

告
書
七
三

井
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編
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史
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史
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一
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二
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出
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録

石
製
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製
模
造
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』

竹
原
千
佳
誉
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〇
〇
八
「
船
形
埴
輪
樹
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の

歴
史
的
背
景
」『
神
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大
史
学
』
第
二
五
号
、

神
戸
女
子
大
学
史
学
会

辻
尾
榮
市

二
〇
一
八
『
舟
船
考
古
学
』、

ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社

中
村

修

二
〇
一
〇
「
海
人
と
船
形
埴
輪
」

『
倭
王
の
軍
団
―
巨
大
古
墳
時
代
の
軍
事
と

外
交
』、
新
泉
社

東
影

悠

二
〇
一
八
「
古
墳
時
代
後
期
に
お

け
る
埴
輪
生
産
と
埴
輪
様
式
の
特
質
」『
ヒ
ス

ト
リ
ア
』
第
二
七
一
号
、
大
阪
歴
史
学
会

東
影

悠
（
編
）・
小
栗
明
彦
・
光
石
鳴
巳
・

奥
田

尚

二
〇
一
〇
『
巣
山
古
墳
・
寺
戸

遺
跡
』
奈
良
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
四

二
集
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

松
坂
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
三
『
全
国

の
船
形
埴
輪
』、
松
坂
市
・
松
坂
市
教
育
委
員

会
森

浩
一

一
九
五
〇
「
口
絵
解
説
」『
古
代

学
研
究
』
第
三
号
、
古
代
学
研
究
会

款

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
研
修
記
（
下
）

西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院

孫

麗

娟

写
真
２

茨
城
県
於
下
貝
塚
に
て
（
右
か
ら
筆

者
・
茂
木
雅
博
先
生
・
王
宇
氏
）



学
習
を
通
じ
て
、
日
本
文
化
を
よ
く
理
解

し
、
日
本
人
の
仕
事
、
学
習
、
生
活
、
社

会
活
動
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
日
本
人
の
ま
じ
め
な
仕
事
態
度
に

は
本
当
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
文
化
財
保
存
科
学
を
専
門
と
し
ま

す
が
、
そ
の
目
標
は
出
土
文
化
財
を
最
大

限
に
保
存
し
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
情
報
を

引
き
出
し
、
文
化
財
の
価
値
を
示
し
、
一

般
の
方
々
に
多
方
面
か
ら
文
化
財
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
そ
の
意
味
で

も
今
回
の
研
修
は
非
常
に
得
る
も
の
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
私
の
こ
の
経
験
や
得
た

知
見
は
、
大
学
の
同
僚
と
学
生
に
も
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
由
で
多
彩

な
考
え
方
で
文
化
財
保
存
科
学
技
術
を
研

鑚
し
、
文
化
財
保
存
科
学
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
菅
谷

文
則
所
長
、
豊
岡
卓
之
副
所
長
、
宮
原
晋

一
部
長
、
橋
本
裕
行
課
長
を
は
じ
め
と
す

る
所
員
の
皆
様
の
多
大
な
ご
支
援
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。
鈴
木
裕
明
さ
ん
、
木
村
理

恵
さ
ん
、
石
黒
勝
己
さ
ん
に
は
多
方
面
で

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
保
存
科
学
棟
の

奥
山
誠
義
さ
ん
・
河
崎
衣
美
さ
ん
・
鍵
谷

純
子
さ
ん
・
村
田
広
美
さ
ん
・
河
原
麻
衣

さ
ん
・
中
尾
直
子
さ
ん
・
榎
本
恵
美
さ
ん

に
は
保
存
科
学
の
研
修
や
、
生
活
の
上
で

の
た
く
さ
ん
の
手
助
け
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

半
年
間
の
交
流
は
、
深
い
友
情
へ
と
結

実
し
ま
し
た
。
こ
の
友
情
が
末
永
く
続
く

こ
と
を
希
望
し
、
今
後
、
文
化
財
保
存
科

学
の
分
野
で
も
共
同
調
査
研
究
が
で
き
る

こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

館
は
新
し
い
大
型
の
博
物
館
で
、
文
化
財

保
存
に
関
す
る
機
器
は
最
新
の
も
の
が
備

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
保
存
科
学
担
当
の
方

か
ら
、
金
属
遺
物
・
有
機
遺
物
の
保
存
処

理
作
業
、
木
製
品
の
収
蔵
状
況
、
金
属
製

品
付
着
有
機
物
の
調
査
状
況
な
ど
に
つ
い

て
詳
細
に
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行

い
、
非
常
に
多
く
の
収
穫
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
（
写
真
３
）。
先
進
機
器
を
使

用
し
た
保
存
処
理
や
科
学
分
析
は
際
立
っ

た
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
高
い
レ
ベ

ル
で
文
化
財
の
情
報
や
特
徴
を
引
き
出
せ

る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

福
岡
市
か
ら
船
に
乗
り
、
壱
岐
島
に
わ

た
っ
て
一
支
国
博
物
館
と
長
崎
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。
壱
岐
島

ま
で
の
海
原
と
青
空
の
も
と
で
の
島
の
砂

浜
が
美
し
く
、
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
島

で
の
活
動
は
目
新
し
く
楽
し
い
も
の
で
し

た
。
一
支
国
博
物
館
で
は
、
オ
ー
プ
ン
収

蔵
庫
と
い
う
名
の
も
と
、
高
い
窓
ガ
ラ
ス

越
し
に
収
蔵
庫
が
一
望
で
き
、
大
変
驚
き

ま
し
た
。
ま
た
出
土
品
整
理
作
業
も
整
理

室
の
窓
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
作
業
内
容
は
動
画
で
紹
介
さ

れ
て
お
り
、
埋
蔵
文
化
財
の
普
及
の
方
法

の
一
つ
と
し
て
、
非
常
に
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

長
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
存
科
学
担
当
の
方
の
案
内
で
木
製
品
保

存
処
理
室
や
金
属
製
品
保
存
処
理
室
を
見

学
し
、
木
製
品
保
存
処
理
方
法
の
意
見
交

換
あ
る
い
は
金
属
製
品
付
着
有
機
物
の
観

察
画
像
を
見
な
が
ら
意
見
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
研
修
旅
行
を
通
し
て
、
日
中
相
互

で
文
化
財
保
存
技
術
や
分
析
方
法
の
研
究

を
推
し
進
め
て
、
長
く
研
究
交
流
し
、
日

中
の
文
化
財
保
存
科
学
研
究
を
共
に
幅
広

い
領
域
で
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

四
、
お
わ
り
に

半
年
の
研
修
は
、
私
に
と
っ
て
多
方
面

で
大
き
な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
語

歓

一
、
は
じ
め
に

橿
原
考
古
学
研
究
所
で
は
平
成
一
六
年

度
以
来
、
公
益
財
団
法
人
由
良
大
和
古
代

文
化
研
究
協
会
の
協
力
を
得
て
、
韓
国
国

立
文
化
財
研
究
所
と
国
際
交
流
事
業
と
し

て
研
究
員
の
交
換
研
修
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
平
成
二
九
年
度
は
、
私
が
派
遣
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

私
が
派
遣
さ
れ
る
の
は
平
成
二
六
年
度

以
来
三
年
ぶ
り
二
回
目
で
あ
る
。
前
回
の

派
遣
に
つ
い
て
は
以
前
に
報
告
を
書
い
て

い
る
の
で
、
参
照
頂
き
た
い
（
絹
畠
二
〇

一
五
）。
韓
国
で
の
滞
在
期
間
は
平
成
三

〇
年
一
月
一
六
日
か
ら
三
月
一
六
日
ま
で

写
真
３

九
州
歴
史
資
料
館
で
の
意
見
交
換
の

様
子

平
成
二
九
年
度
韓
国
派
遣
報
告絹

畠

歩



の
六
〇
日
間
で
あ
る
。

二
、
韓
国
到
着
ま
で

二
回
目
の
韓
国
派
遣
が
決
定
し
た
の
は

平
成
二
九
年
の
八
月
下
旬
で
あ
る
。
そ
の

際
、
私
は
年
末
ま
で
の
予
定
の
発
掘
調
査

を
担
当
し
て
い
た
た
め
、
派
遣
期
間
は
年

明
け
平
成
三
〇
年
一
月
か
ら
三
月
と
な
っ

た
。
前
回
派
遣
さ
れ
た
際
は
初
め
て
の
海

外
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
不
安
も
あ
っ
た
が
、

今
回
は
三
年
前
に
約
五
ヵ
月
生
活
し
た
大

田
市
で
あ
り
、
不
安
は
全
く
な
か
っ
た
。

派
遣
決
定
か
ら
出
発
ま
で
時
間
が
あ
り
、

事
務
的
な
作
業
は
余
裕
を
も
っ
て
行
う
こ

と
が
で
き
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
年
末
ま

で
発
掘
調
査
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
結
局
慌
た
だ
し
い
出
発
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

初
日
は
仁
川
空
港
ま
で
国
立
文
化
財
研

究
所
研
究
企
画
課
の
崔
智
燕
さ
ん
が
迎
え

に
来
て
く
だ
さ
り
、
一
緒
に
高
速
バ
ス
で

大
田
市
内
の
宿
舎
ま
で
向
か
っ
た
。
翌
日

か
ら
国
立
文
化
財
研
究
所
で
の
研
修
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

三
、
韓
国
で
の
生
活

国
立
文
化
財
研
究
所
で
は
研
究
企
画
課

の
計
ら
い
で
前
回
と
同
じ
考
古
研
究
室
に

席
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
。
考
古
研
究
室

は
異
動
が
頻
繁
に
あ
る
た
め
、
三
年
前
と

は
室
員
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
が
、
前

回
滞
在
し
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
々
も
い
て
再
び
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
。
以
前
橿
考
研
で
研
修
さ
れ

た
申
ジ
ョ
ン
ウ
さ
ん
や
金
恵
貞
さ
ん
も
考

古
研
究
室
に
異
動
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
研

究
企
画
課
で
は
空
港
ま
で
迎
え
に
来
て
い

た
だ
い
た
崔
智
燕
さ
ん
と
、
前
回
も
お
世

話
に
な
っ
た
黄
慶
順
さ
ん
に
主
に
お
世
話

に
な
っ
た
。

宿
舎
は
前
回
と
同
じ
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
、

周
り
の
店
な
ど
も
全
く
変
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
は
前
回
に
は

無
か
っ
た
が
、
今
回
は
部
屋
ご
と
にW

i-Fi

ル
ー
タ
を
貸
し
出
し
て
く
れ
て
お
り
、
円
滑

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
接
続
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
宿
舎
か
ら
研
究
所
ま
で
は
貸
し
て

い
た
だ
い
た
自
転
車
か
バ
ス
で
通
勤
し
た
。

語
学
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
前
回
の
報
告

を
参
照
し
て
み
よ
う
。「
忠
南
大
学
の
韓

国
語
課
程
で
約
二
ヶ
月
間
、
集
中
的
に
韓

国
語
を
勉
強
し
た
お
か
げ
で
、
簡
単
な
会

話
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
そ
れ
に

伴
っ
て
、
韓
国
語
を
勉
強
す
る
の
が
よ
り

楽
し
く
な
っ
た
。
帰
国
後
も
勉
強
は
続
け

る
つ
も
り
だ
が
、
今
後
の
成
果
に
も
期
待

し
て
ほ
し
い
。」（
絹
畠
二
〇
一
五
）
以
上

の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
が
、
結
局
一
度
目

の
研
修
以
降
、
多
忙
を
口
実
と
し
て
自
主

学
習
が
な
か
な
か
進
ん
で
お
ら
ず
、
今
回

を
機
に
再
び
集
中
し
て
学
習
し
よ
う
と
考

え
た
。
今
回
は
二
ヶ
月
と
い
う
短
い
滞
在

期
間
で
あ
り
、
前
回
の
よ
う
に
語
学
課
程

な
ど
に
通
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

夜
や
休
日
を
利
用
し
て
、
自
主
的
に
学
習

を
行
っ
た
。
そ
の
危
機
感
も
あ
っ
て
か
、

集
中
し
て
韓
国
語
の
学
習
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

食
事
に
つ
い
て
、
昼
食
は
普
段
研
究
所

の
食
堂
を
利
用
し
た
。
考
古
研
究
室
の

方
々
と
一
緒
に
昼
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
、

韓
国
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

た
。
特
に
考
古
研
究
室
の
金
東
勳
さ
ん
は

毎
日
昼
食
を
共
に
し
て
も
ら
い
、
天
気
が

良
い
日
は
食
後
の
散
歩
に
同
行
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。

休
日
は
公
的
な
出
張
な
ど
が
無
か
っ
た

た
め
、
以
前
お
世
話
に
な
っ
た
方
を
訪
ね

た
。
特
に
以
前
橿
考
研
に
も
研
修
で
滞
在

さ
れ
た
国
立
羅
州
文
化
財
研
究
所
の
田
庸

昊
さ
ん
と
李
志
映
さ
ん
に
は
、
全
羅
道
の

遺
跡
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
国

立
中
原
文
化
財
研
究
所
の
韓
志
仙
さ
ん
に

は
旧
正
月
休
み
に
韓
さ
ん
の
親
族
の
家
で

韓
国
の
正
月
を
体
験
さ
せ
て
頂
く
な
ど
、

大
変
お
世
話
に
な
り
、
滞
在
期
間
中
に
行

わ
れ
た
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
連
れ
て

行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

四
、
研
究
に
つ
い
て

今
回
の
国
立
文
化
財
研
究
所
の
研
修
に

当
た
っ
て
は
事
前
に
「
三
国
時
代
朝
鮮
半

島
・
古
墳
時
代
日
本
列
島
に
お
け
る
古
墳

被
葬
者
の
職
能
に
関
す
る
比
較
研
究
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
研
究
計
画
を
立
て
、
研
修

に
臨
ん
だ
。
こ
れ
は
私
が
最
近
群
集
墳
の

研
究
、
特
に
群
集
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
階
層

の
人
々
の
生
前
の
職
能
に
つ
い
て
興
味
を

持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
朝
鮮
半
島
の

同
時
期
の
古
墳
群
の
副
葬
品
構
成
を
比
較

す
る
こ
と
を
考
え
た
。
滞
在
中
に
国
立
文

化
財
研
究
所
の
書
庫
を
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
な
ど
し
て
、
最
新
の
デ
ー
タ
を
収
集

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
黒
塚
古
墳
の

報
告
書
の
中
で
、
鉄
製
刺
突
具
の
項
目
を

（
註
）

担
当
し
た
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
半
島
三
国
時

代
の
鉄
製
刺
突
具
の
調
査
を
行
う
こ
と
を

汗

写
真
１

光
州
明
花
洞
古
墳
に
て



も
う
一
つ
の
研
究
課
題
と
し
た
。
事
前
に

見
学
し
た
い
資
料
の
リ
ス
ト
を
国
立
文
化

財
研
究
所
に
送
り
、
資
料
見
学
の
手
続
き

を
進
め
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
お
陰
で
、

ス
ム
ー
ズ
に
資
料
見
学
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
希
望
し
た
資
料
は
す
べ
て
実
見
し
、

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
韓
国
の
鉄
製

刺
突
具
は
こ
れ
ま
で
武
器
と
し
て
考
え
ら

れ
て
来
た
が
、
最
近
の
研
究
で
は
漁
具
と

し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
（
金
二
〇

一
四
）、
こ
う
し
た
研
究
背
景
の
中
で
、
日

韓
の
刺
突
具
の
機
能
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
滞
在
期
間
中
、
資
料
調
査
が
無

い
日
に
も
研
究
企
画
課
の
方
々
の
計
ら
い

で
、
地
方
の
国
立
文
化
財
研
究
所
の
機
関

を
訪
問
し
、
施
設
見
学
と
挨
拶
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
訪
問
し
た
の
は
国
立
江
華

文
化
財
研
究
所
、
国
立
中
原
文
化
財
研
究

所
、
国
立
扶
餘
文
化
財
研
究
所
、
国
立
羅

州
文
化
財
研
究
所
、
国
立
加
耶
文
化
財
研

究
所
、
国
立
慶
州
文
化
財
研
究
所
、
国
立

海
洋
文
化
財
研
究
所
で
あ
る
。
各
地
で
施

設
見
学
や
発
掘
調
査
中
の
遺
跡
見
学
な
ど

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
で
も
以
前
か

ら
の
知
り
合
い
の
方
に
再
会
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
特
に
木
浦
市
に
所
在
す
る
国
立

海
洋
文
化
財
研
究
所
で
は
、
現
在
朝
鮮
通

信
使
船
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
訪
問
当
日
に
行
わ
れ
た
朝
鮮
通

信
使
船
の
上
梁
式
に
参
加
す
る
と
い
う
貴

重
な
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

帰
国
前
日
の
三
月
一
五
日
に
は
、
国
立

文
化
財
研
究
所
で
研
修
成
果
を
発
表
す
る

機
会
を
得
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
三
国
時
代

朝
鮮
半
島
・
古
墳
時
代
日
本
列
島
に
お
け

る
古
墳
被
葬
者
の
職
能
に
関
す
る
比
較
研

究
―
刺
突
具
を
中
心
に
―
」
と
し
て
発
表

を
行
っ
た
。
研
究
企
画
課
及
び
考
古
研
究

室
を
中
心
と
す
る
約
二
〇
名
の
参
加
が
あ

り
、
多
く
の
貴
重
な
ご
質
問
・
ご
意
見
を

頂
い
た
。

五
、
お
わ
り
に

今
回
の
研
修
期
間
は
二
ヶ
月
と
い
う
前

回
よ
り
も
短
い
期
間
に
も
関
わ
ら
ず
、
非

常
に
濃
密
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。
今
回
の
研
修
で
得
る
こ
と
が
で
き
た

多
く
の
経
験
を
今
後
の
業
務
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
韓
国
で
の
研

修
期
間
中
、
国
立
文
化
財
研
究
所
研
究
企

画
課
と
考
古
研
究
室
の
方
々
を
は
じ
め
と

し
ま
し
て
、
多
く
の
方
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註
こ
こ
で
い
う
鉄
製
刺
突
具
は
こ
れ
ま
で
日
本

列
島
で
は
漁
具
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
複
数

の
先
端
部
を
持
つ
も
の
を
指
し
て
お
り
、
槍
や

鉾
な
ど
の
刺
突
武
器
は
含
ん
で
い
な
い
。
こ
れ

ら
の
名
称
に
つ
い
て
の
検
討
は
黒
塚
古
墳
報
告

書
内
の
論
考
で
行
っ
て
い
る
（
絹
畠
二
〇
一

八
）。

参
考
文
献

絹
畠

歩
二
〇
一
五
「
平
成
二
六
年
度
韓
国
派

遣
報
告
」『
青
陵
』
第
一
四
五
号

奈
良
県
立

橿
原
考
古
学
研
究
所

絹
畠

歩
二
〇
一
八
「
黒
塚
古
墳
出
土
鉄
製
刺

突
具
の
意
義
」『
黒
塚
古
墳
の
研
究
』
八
木
書

店
金
在
弘
二
〇
一
四
「
三
国
時
代
の
漁
具
の
地
域

性
と
階
層
性
」『
武
器
・
武
具
と
農
工
具
・
漁

具
―
韓
日
三
国
・
古
墳
時
代
資
料
―
』「
日
韓

交
渉
の
考
古
学
―
古
墳
時
代
―
」
研
究
会
・

国
立
釜
山
大
学
校
博
物
館

漢

海
外
交
流

◇
海
外
技
術
研
修
員
受
入
（
国
際
課
事
業
）

受
入
研
究
員
：
劉
斌
氏

（
中
国
陝
西
省
西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院
）

期
間
：
平
成
三
〇
年
九
月
二
五
日

～
平
成
三
一
年
三
月
一
五
日

◇
奈
良
県
・
陝
西
省
戦
略
的
専
門
分
野
交

流
（
国
際
課
事
業
）

派
遣
職
員
：
北
井
利
幸
所
員

派
遣
先
：
陝
西
省
西
北
大
学
文
化
遺
産
学

院
・
陝
西
省
考
古
研
究
院

期
間
：
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
日

～
平
成
三
一
年
三
月
一
五
日

◇
陝
西
省
考
古
研
究
院
か
ら
の
受
入

受
入
研
究
員
：
于
春
雷
氏
・
耿
慶
剛
氏

期
間
：
平
成
三
一
年
二
月
一
二
日

～
三
月
一
三
日

◇
韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所
と
の
交
換
研

修受
入
研
究
員
：
洪
パ
ル
グ
ン
氏

期
間
：
平
成
三
一
年
一
月
七
日

～
三
月
一
五
日

派
遣
職
員
：
岩
越
陽
平
所
員

期
間
：
平
成
三
一
年
一
月
九
日

～
三
月
一
九
日

附
属
博
物
館
閉
館
の
お
知
ら
せ

施
設
改
修
の
た
め
、
平
成
三
〇
年
一
二
月

二
四
日
よ
り
休
館
し
て
お
り
ま
す

写
真
２

国
立
文
化
財
研
究
所
で
の
発
表
風
景


